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 羽村市まち・ひと・しごと創生計画事業 

 

【施策の方向性】 

１. 近隣自治体へ若者が流出している「人の流れ」を変え、人口流出を抑制する 

２．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえ、出生者数の増加につなげる 

３．「選択と集中」の考えを徹底し、投資と施策を集中することで地域に活力を生み出す 

４．市の魅力を効果的に発信することで認知度を向上させ、来街者の増加につなげる 

 

【対象とするターゲット】 

○10 代～30 代の若年層（特に女性） 

○世帯年収 400 万円～500 万円層 

 

【羽村市の地方創生方針】 

～魅力ある ＨＡＭＵＲＡブランドの創出～ 

 

重点プロジェクト１ 

はむらに住もう・暮らそうプロジェクト～魅力ある街はむらブランドの創出 

【重点施策】 

○地域資源を活用した商業・観光振興事業および若者が活躍する地域活性化事業の実施（イ

ルミネーションを使った街のにぎわいづくり） 

 地域活性化の担い手となる若手の事業者等を中心とした、産学官金労言の地域資源を活

用した新たな商業・観光イベント（イルミネーションイベント等）や婚活応援事業などの

支援を行います。 

 

○『婚活から始まる楽しい結婚生活をデザインする』みらい・デザイン・カフェの開設支

援 

 独身の男女だけでなく同世代の既婚の夫婦を交えたワールドカフェを開催することによ

り、出会いの演出をはじめ、結婚生活の喜びを共有し、楽しい結婚生活をイメージする事

業を事業者等と連携して実施します。 

 

○ライフ・デザインカフェ～まちづくりカフェ等～の開設支援 

 羽村駅前の中心市街地にある空き店舗を活用し、オシャレなまちづくりカフェやコワー

キングスペースに改装することで、若者を中心とした多世代が集う拠点とするとともに、

若手のアーティスト、クリエイター及び企業家などをサポートする場としても活用するこ
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とで、街に賑わいと活力を創出していきます。 

 

○羽村 de いい家助成制度の導入 

市内事業者を活用して家を建てたり、リフォームしたり、庭を整備したりした際の費用

の一部を助成します。 

 

○“食育のまち・はむら” 空き店舗で地産地消の日替わり料理の開設支援 

 羽村駅前の中心市街地にある空き店舗を活用し、市内農家と連携した新鮮で安全な料理

を提供する、日替わりオーナー制の店舗開設を支援します。女性の起業等社会進出の支援

及び場の提供としていきます。 

 

○事業者向け店舗改修、空き店舗活用助成金制度の導入 

羽村駅前の中心市街地にある空き店舗を、建築家・内装デザイナー等の専門家などが診

断・提案を行い、それに基づいた改修を行う際の費用の一部を助成します。創業者は、創

業支援事業を受けた方を対象とし、空き店舗利用促進のための費用の一部を助成します。 

 

○安全でおいしい離乳食を提供するレストランに対する支援 

 市内のレストランやカフェ等が市内農家と連携し、赤ちゃん連れのママが気軽に入れて、

市内で採れた新鮮な野菜等を使った安全でおいしい離乳食も提供する、ママと子どもにや

さしいお店を支援します。 

 

○農産物直売所の機能強化「道の駅」の開設、「アグリフェスタ」の開催 

 市内農産物の消費喚起及び市内商店・飲食店の販路の拡大、さらに安価な農産物の直売

による市民生活の支援のため、農産物直売所の機能強化として道の駅の開設や農と食の祭

典であるアグリフェスタを開催します。 

 市域外住民の来街を促進するため、継続した農業体験事業などを併せて実施します。 

 

○子どもたちの力を活用した羽村ブランド品の開発及びアンテナショップ開設支援 

 子どもたちの主体性・社会性・協調性・問題解決能力・コミュニケーション能力を高め

るとともに、企業・商店の売り上げ向上などにもつなげ、羽村市に賑わいと活力を創出す

るための取り組みを事業者等と連携して展開します。 
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重点プロジェクト２ 

はむらで子育てしようプロジェクト～子育てのまち はむらブランドの創出 

【重点施策】 

○不妊治療支援事業の実施 

 市民の出産の希望をかなえる支援として、羽村市で子どもを産み、育てる方へ不妊治療

の費用の一部を助成します。 

 

○ウェルカム・ベビー・クーポンの交付 

 妊娠した方を対象に、市内店舗で使用できるクーポンを交付することで、妊娠・出産支

援及び市内商業の活性化に取り組みます。 

 

○妊娠・出産・子育て包括支援拠点の設置準備事業の実施 

 妊娠・出産期からすべての子育て世帯の様々なニーズに対して切れ目のない総合的相談

支援を実施する「子育て世代包括支援センター」を設置します。 

 

○妊産婦訪問指導、乳児家庭全戸訪問・新生児訪問事業と起業・創業・再就職支援のマッ

チング事業の実施 

 妊娠中や産後に必要な事項及びマタニティブルーや産後うつなどの精神面の不安定さに

ついての指導、乳児及びその保護者の心身の状況並びに養育環境の把握、子育て支援に関

する必要な情報の提供に加え、起業・創業・再就職に関する情報の提供を行います。 

 

○新米ママサポートサロンの開設支援 

 保育士が子どもを見守りながら、母親同士の交流や専門家へ相談できる場を設置するこ

とで、乳幼児の正常な発育と、新米保護者の精神衛生を正常に保つとともに、子育てに関

する情報を発信する場として、事業者等と連携して新米ママサポートサロンの開設を支援

します。 

 

○病児保育の実施・ベビーシッターの利用支援 

 子どもの急な発熱や感染症などの対応を要する保護者が、仕事や地域活動などに従事す

ることができるよう、事業者等と連携して利用支援に取り組みます。 

 

○子ども用品のリサイクル制度の導入 

 民間事業者等と連携し、不要となったベビーカーやチャイルドシート・衣類などのリサ

イクル販売を促進することで、子育て中の保護者の生活を支援し、子育てのまちはむらの

イメージアップに取り組みます。 
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○ファミリーサポートセンター事業、小地域ネットワーク事業の充実 

 羽村市社会福祉協議会等と連携し、子育て期を終了した市民などの地域人材を活用し、

地域ぐるみで子育て世帯を応援する仕組みを作っていきます。 

 

○児童放課後サポート事業の実施 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、下校後自宅に帰宅することな

く児童館において放課後を過ごすことができる「児童放課後サポート事業」を実施します。 

 

 

重点プロジェクト３ 

はむらで働こう・遊ぼうプロジェクト～はむらの産業ブランドの創出 

【重点施策】 

○中心市街地等活性化施策（まちづくりガイドライン）検討チームの設置 

地域住民と産学官金労言等が連携した検討チームを設置し、羽村駅周辺等の有効な土地

利用について必要な調査・市民ニーズの把握・検証を行い、土地・空間の有効利用や、高

度利用、良好な都市環境の創出に取り組むことで、多くの人の「歩く」姿が見えるまちづ

くりを推進します。 

 

○ものづくり人材育成事業の実施 

 企業にとって競争力確保、成長のために重要となる「人材の確保」のため、ものづくり

等に関する知識や高い技術力を持った人材を育成することで、市内企業の競争力、成長力

を後押しするとともに、市民の雇用の確保につなげていきます。 

 

○産業力・創業力強化支援事業の実施 

○産業拠点としての産業福祉センター改修 

○企業活動支援員によるきめ細かな企業支援の充実 

 企業活動支援員および創業支援コーディネータにより、創業前から既存企業の成長発展

に向けたきめ細かな企業支援や、企業情報と支援の内容を効率的に情報共有するためのパ

ソコン等の整備を実施します。 

 また、企業・創業者のための拠点としての機能を強化するために、館全体の改修を行い

ます。 

 

○市内企業の安定した操業支援事業の検討 

 市の発展の礎となってきた市内企業が今後も安定して地域とともに発展していくために、

企業ニーズに沿った土地利用の検討や規制緩和、特区制度などの枠組みの活用を検討しま

す。また、市内の工業団地機能の充実を図るため、再整備に向けた検討を行い、羽村で操
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業する意義を新たなものとして構築します。 

  

○女性の再就職活動支援制度の導入 

 結婚、出産、介護等で退職した女性が、市内企業に再就職するための活動を支援するこ

とで、女性の社会進出を支援します。 

 

○市内事業者合同職員採用説明会の開催支援 

 羽村市で働く方を増やすため、市内事業者合同の採用説明会の開催を支援します。 

 

○事業所内保育所の開設 

 市内企業の従業員が就業しやすい環境整備と新規授業員の雇用の促進のため、市内企業

のニーズに合わせ、従業員向けの保育所を設置するための支援を行います。複数の企業で

の費用負担、市内保育園との提携、市民を保育士として雇用することで、職住近接の創出

につなげていきます。 

 

○サイクリングステーションの整備 

 多摩川沿いを走るサイクリストやランナーをターゲットに、休憩スペースやシャワール

ームなどを設置するほか、市内飲食店などの紹介コーナー、カフェの併設を行い、雇用促

進にもつなげます。市内企業と連携し、企業 PR・CSR 活動の一環として運営を行います。 

 

 

重点プロジェクト４ 

はむらの魅力発信・知名度向上プロジェクト～はむらブランドの発信 

【重点施策】 

○広報戦略の策定 

 はむらで「住む・暮らす」、はむらで「子育てする」、はむらで「働く・遊ぶ」をキーワ

ードに、羽村市の魅力を市内外に効果的に発信していくための広報戦略を策定します。 

 

○「はむらスタイル」の策定・発信 

 市民や来街者など、それぞれの視点から見る、羽村市での充実した一日の過ごし方を示

した「ライフプラン」や、羽村市への移住を考える方を対象に、羽村市での暮らし全般を

イメージできる「ライフビジョン」を、分かりやすく示す「はむらスタイル」を策定し、

パンフレットや羽村市の魅力発信専用サイト・スマートフォンアプリなどを作成し、戦略

的に発信します。 

 また、専用サイト・アプリでは、市が実施する事業だけでなく、事業者・市民団体など

が行う活動も合わせて掲載していくことが可能な媒体として、事業者と連携して開設しま
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す。 

 

○観光案内システムの開発・観光サポーターの育成 

羽村市の観光・産業資源をバーチャルリアリティで紹介するシステムを導入し、人の目

線だけでなく、小動物の目線などで観光地、工場見学などができるシステムとし、市内外

のイベントで観光 PR 用に活用していきます。 

また、観光サポーターを育成し、市の観光・面白スポットなどを紹介し、はむりんグッ

ズや特産品の販売も可能なスタッフとして活動していただきます。 

 

○学校教育における独自施策のＰＲ事業 

 小中一貫教育、特色ある学校づくり、職場体験事業などの独自施策に取り組むことで、

子ども達の健やかな成長を育むとともに、市の魅力として市内外にＰＲしていくことに取

り組みます。 

 


